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特長 
■ 広いVHIGH/VLOW電圧範囲：0V/0V～24V/12V 

■ 広いVCC電源電圧範囲：4.5V～38V 

■ 高効率：10A負荷で97% 

■ 外部過電圧保護MOSFETによる入力過電圧保護 

■ 入力および出力短絡保護 

■ ソフト・スタートからの定常動作 

■ 5V～14Vを入力可能なEXTVCCにより高効率を実現 

■ 突入電流の制限と保護 

■ ブートストラップ・ダイオードを内蔵 

■ 100kHz～1.4MHzの範囲で動作周波数を設定可能 

■ 4mm × 5mm LGA（LQFN）パッケージで提供 

アプリケーション 
■ コンスーマ・エレクトロニクス 

■ 工業用アプリケーション 

■ バッテリ・アプリケーション 

概要 

LTC®7825は完全統合型のモノリシックDC/DCコンバー

タです。スイッチト・キャパシタ・アーキテクチャによ

り、入出力電圧比が2:1のアプリケーションで非常に高

い効率を実現します。VINとVHIGHの間をオプションの

MOSFETで保護することで、LTC7825の入力は最大40V

の電圧トランジェントに耐えることができます。短絡状

態時は入力と出力が完全に切断されます。LTC7825はブ

ートストラップ・ダイオードを内蔵しており、電流制限

保護が必要な高出力の中間バス・アプリケーション用

に、コンパクトでコスト効率の高いソリューションを提

供します。 

LTC7825の動作スイッチング周波数は、100kHz～1.4MHz

の範囲で直線的に設定できます。このデバイスは4mm×

5mmのLGA（LQFN）パッケージで提供されます。 

 

本紙記載の登録商標および商標は、全て各社の所有に属します。 

 

 

標準的応用例

 

効率および電力損失と負荷電流の関係 
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絶対最大定格 

（特に指定のない限り、すべての電圧はSGNDピンが

基準）（Note 1） 

VCC ............................................................... −0.3V～40V 

VLOW、VOUT .................................................. −0.3V～13V 

VHIGH ............................................................... 0.3V～26V 

(BOOSTH – SWH)、(BOOSTL – SWL) ...... −0.3V～5.5V 

(FL5V – VLOW) (OVG – VHIGH) ................... −0.3V～5.5V 

INTVCC、RUN ................................................ −0.3V～6V 

EXTVCC ........................................................ −0.3V～13V 

HYS_PRGM、FREQ、TIMER ............... −0.3V～INTVCC 

FAULT、OVG .............................................. −0.3V～29V 

動作ジャンクション温度範囲 ................. −40ºC～125ºC  

保管温度範囲........................................... −40ºC～150ºC 

ピン配置 

 

 

発注情報 

鉛フリー仕上げ 製品マーキング パッケージの説明 温度範囲 

LTC7825AV#PBF 7825 28ピン（4mm × 5mm）プラスチックLQFN −40ºC～+125ºC 

更に広い動作温度範囲で規定されたデバイスについては、弊社または弊社代理店にお問い合わせください。 
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電気的特性  

●は、動作温度範囲全体に適用される仕様を示しています。それ以外の仕様は、TA = 25ºCでの値です。特に指定のな

い限り、VCC = 12V、VRUN = 5Vです。（Note 2） 
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電気的特性 

●は、動作温度範囲全体に適用される仕様を示しています。それ以外の仕様は、TA = 25ºCでの値です。特に指定のな

い限り、VCC = 12V、VRUN = 5Vです。（Note 2） 

 

Note 1：上記の絶対最大定格を超えるストレスを加えるとデバイスに恒久的

な損傷を与えることがあります。デバイスを長時間絶対最大定格状態に置く

と、デバイスの信頼性と寿命に影響を与えることがあります。 

Note 2：LTC7825Aは、-40℃～125℃の動作ジャンクション温度範囲で仕様規

定されています。ジャンクション温度が高い場合は動作寿命が低下します。

なお、ここに示す仕様に見合った最大周囲温度は、具体的な動作条件と、ボ

ード・レイアウト、パッケージの熱抵抗定格値、およびその他の環境条件の

組み合わせによって決まります。 

Note 3：TJは、次式を使って周囲温度TAと消費電力PDから計算します。 TJ = 

TA + (PD • JA).  

Note 4：デバイスのピンに流れ込む電流はすべて正です。デバイスのピンか

ら流れ出す電流はすべて負です。特に指定のない限り、すべての電圧はグラ

ウンド基準です。 

Note 5：VCC > 6Vの場合は、IC温度を下げるためにEXTVCCを推奨します。 

Note 6：EXTVCCはVCC > 6Vの場合のみイネーブルされます。 
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代表的な性能特性 

特に指定のない限り、TA = 25ºC。 

 

効率および電力損失と負荷の関係、 

図3の20VINの分圧器 

 

VLOWとVOUTの負荷レギュレーション、

図3の16VINの分圧器 

 

効率および電力損失と負荷の関係、 

図4の20VINの分圧器 

 

VLOWとVOUTの負荷レギュレーション、

図3の20VINの分圧器 

 

効率および電力損失と負荷の関係、 

図3の12VINの分圧器 

 

VLOWとVOUTの負荷レギュレーション、

図4の20VINの分圧器 

 

効率および電力損失と負荷の関係、 

図3の16VINの分圧器 

 

VLOWとVOUTの負荷レギュレーション、

図3の12VINの分圧器 

 

効率および電力損失と負荷の関係、 

図4の16VINの分圧器 
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代表的な性能特性 

特に指定のない限り、TA = 25ºC。 

 

VLOWとVOUTの負荷レギュレーション、

図4の16VINの分圧器 

 

 

負荷トランジェント0A–5A–0A、 

図3の12V/6V分圧器 

 

効率および電力損失と負荷の関係、 

図4の12VINの分圧器 

 

 

ソフト・スタート、12V/6V分圧器、

RUNピンはフロート状態 

 

VLOWとVOUTの負荷レギュレーション、

図4の12VINの分圧器 

 

 

外部MOSFETとOVG制御による入力過

電圧保護 

 

 

過電流フォルトのトリガ電流と 

HYS_PGRM電圧の関係（図3） 

 

 

 

ケース上面温度と負荷電流の関係（空気流なし） 
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ピン機能 

VHIGH（ピン1、28）：スイッチト・キャパシタ・コンバ

ータのハイサイド電圧入力。高効率で動作させるには、

VHIGHとGNDの間、およびVHIGHとVLOWの間にコンデン

サを接続します。 

SWH（ピン2、3）：ハイサイド・スイッチング・ノー

ド。フライング・コンデンサに接続します。 

VLOW（ピン4、5）：スイッチト・キャパシタ・コンバ

ータのローサイド電圧入力。VLOWとGNDの間にコンデ

ンサを接続します。 

SWL（ピン6、7）：ローサイド・スイッチング・ノー

ド。フライング・コンデンサに接続します。 

PGND（ピン8、9、10、11）：電源グラウンド。 

VOUT（ピン12、13、14）：VLOWに接続した内部切断

MOSFETの出力。入力短絡保護は内部切断MOSFETをオ

フすることによって有効になります。内部切断が不要な

場合は、VOUTをVLOWに短絡して効率を上げることがで

きます。 

BOOSTL、BOOSTH（ピン15、22）：フローティン

グ・ドライバに供給するブートストラップ電源。

BOOSTHピンとSWHピンの間、およびBOOSTLピンと

SWLピンの間にコンデンサを接続します。 

TIMER（ピン16）：このピンとグラウンドの間にコン

デンサを接続することで、ソフト・スタートの時間を設

定します。また、短絡再試行時間も設定できます。詳細

については、アプリケーション情報のセクションを参照

してください。 

RUN（ピン17）：デジタル動作制御入力。RUNを1.2V

未満にすると、コントローラがシャットダウンされま

す。RUNピンが1.2Vを超えると、内部回路が起動しま

す。RUNピンが1.2V未満の場合はRUNピンから1µAのプ

ルアップ電流が流れ出し、RUNピンの電圧が1.2Vを超

えるとRUNピンから更に4.5µAの電流が流れ出します。 

HYS_PRGM（ピン18）：このピンとグラウンドの間に

接続された抵抗により、VHIGH/2とVLOWの電圧差をモニ

タするウィンドウ・コンパレータのウィンドウ閾値を設

定します。このピンをGNDに接続するとウィンドウが

240mVに設定され、INTVCCに接続すると400mVに設定

されます。このピンには10µAの電流が流れます。 

FL5V（ピン19）：このピンは、内部ドライバ回路と制

御回路用の5Vフローティング電源です。このピンと

VLOWピンの間には、0.1µF～1µFのセラミック・コンデ

ンサまたはその他の低ESRコンデンサが必要です。 

FREQ（ピン20）：周波数設定ピン。このピンからは正

確に10µAの電流が流れ出します。グラウンドとの間に

抵抗を接続すると、周波数を設定する電圧が発生しま

す。このピンをGNDに接続するとデフォルトのスイッ

チング電流が300kHzに設定され、INTVCCに接続すると

600kHzに設定されます。詳細についてはアプリケーシ

ョン情報のセクションを参照してください。 

FAULT（ピン21）：これはオープン・ドレイン出力で

す。VLOWの電圧がVHIGH/2のウィンドウ閾値を外れる

と、FAULTがグラウンドにプルダウンされます。 

SGND（ピン23）：信号グラウンド。すべての小信号部

品はこのグラウンドに接続する必要があります。このピ

ンはPCB上のPGNDに接続してください。 

EXTVCC（ピン24）：INTVCCに接続された内部LDOへ

の外部電源入力。このLDOは、EXTVCCが5Vより高く

VCCが6Vより高い場合、常にVCCから電源が供給される

内部LDOをバイパスして、INTVCC電源に電力をを供給

します。このピンは、フロート状態や14Vを超える状態

にしないでください。 

INTVCC（ピン25）：内部リニア低ドロップアウト・レ

ギュレータの出力。ドライバ回路と制御回路にはこの電

圧源から電力が供給されます。4.7µF以上のセラミッ

ク・コンデンサまたはその他の低ESRコンデンサを使用

して、電源グラウンドにバイパスする必要があります。

INTVCCは他のICに使用しないでください。 

VCC（ピン26）：ドライバおよび内部充電回路用の電

源。このピンとGNDピンの間にはバイパス・コンデン

サを接続する必要があります。 

OVG（ピン27）：オプションの入力過電圧保護ピン。

このピンは、外部NチャンネルMOSFETのゲートに接続

します。VHIGH電圧が26Vを超えると、OVGが外部

MOSFETをオフにします。このピンを使用しない場合

は、フロート状態のままにしてください。 
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ブロック図 
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動作 

メイン制御 

LTC7825は、高出力・高電圧アプリケーションに使用す

る一定周波数のオープンループ・スイッチト・キャパシ

タ／チャージ・ポンプ・コンバータです。定常動作時に

は、SWHとSWLの間にあるフライング・コンデンサを

VLOWにあるコンデンサと並列にしたり、VLOWにあるコ

ンデンサと直列にしたりするために、内部スイッチがオ

ン／オフされます。フライング・コンデンサとVLOWコ

ンデンサが並列の場合は、フライング・コンデンサの電

圧とVLOWコンデンサの電圧が同じになります。フライ

ング・コンデンサとVLOWコンデンサがVHIGHと直列の場

合は、フライング・コンデンサの電圧とVLOWコンデン

サの電圧を加えた値がVHIGHの電圧に等しくなります。

したがって、定常状態におけるVLOWピンの電圧は常に

VHIGH電圧の半分に近い値となり、高スイッチング周波

数で動作しているときのインピーダンスが非常に低いた

め、負荷変動の影響を受けにくくなります。LTC7825

は、クローズド・ループ帰還システムを使用して出力電

圧をレギュレーションするわけではありません。しか

し、VLOWピンのグラウンドへの短絡、過電流イベン

ト、過熱状態などのフォルト状態発生時にはスイッチン

グを停止します。 

INTVCC/EXTVCC電源 

クワッドNチャンネルMOSFETドライバやその他の大半

の内部回路の電力は、INTVCCピンから供給されます。

通常、内部の4.5Vリニア電圧レギュレータはVCCから

INTVCC電源を供給します。VCCが高入力電圧に接続され

ている場合、オプションの外部電圧源をEXTVCCピンに

接続して、2つめの4.5Vリニア・レギュレータをイネー

ブルして、EXTVCCピンからINTVCC電源を供給すること

ができます。EXTVCCピンの下でリニア・レギュレータ

をイネーブルするには、VCCが6Vより高く、EXTVCCピ

ンの電圧が5Vより高くなければなりません。EXTVCCピ

ンの電圧が13Vを超えないようにしてください。それぞ

れのトップMOSFETドライバは、フロート状態のブート

ストラップ・コンデンサCBからバイアスされます。こ

のコンデンサは通常、各トップMOSFETがオフになる

と、それぞれのオフ・サイクル中に内部ダイオードを通

じて再充電されます。 

 

起動とシャットダウン（RUN） 

LTC7825は、RUNピンがプルダウンされるとシャットダ

ウン・モードになります。シャットダウン・モードで

は、INTVCCのレギュレータを含むほとんどの内部回路

がオフになり、LTC7825の消費電流は30µA未満になり

ます。すべてのNチャンネルMOSFETは能動的にオフに

されます。RUNピンを解放すると、1µAの内部電流によ

ってこのピンをプルアップし、コンバータをイネーブル

することができます。あるいは、RUNピンを外部から

プルアップするか、またはロジックで直接駆動すること

もできます。このピンの電圧は、6Vの絶対最大定格を

超えないようにしてください。 

RUNが解放されてINTVCCの電圧がUVLOを超えると、

LTC7825が起動してVHIGHおよびVLOWの電圧を継続的に

モニタします。LTC7825は、VLOW電圧がVHIGH電圧の半

分に近付いた場合か、VLOWとVHIGH両方の電圧がGNDに

近付いた場合にのみ、スイッチングを開始してフル・パ

ワーを供給します。分圧器アプリケーションではVLOW

がVHIGH電圧の半分にプリバランスされ、様々な初期状

態のVLOWでLTC7825を起動できます。 

フォルト保護とサーマル・シャットダウン 

LTC7825は、フォルト保護のためにシステムの電圧、電

流、温度をモニタし、フォルト状態が発生するとスイッ

チングを停止してFAULTピンをプルダウンします。

VLOW電圧フォルトをクリアするには、VLOWピンの電圧

がVHIGH/2付近に設定されたウィンドウの範囲内になる

か、VHIGH/VLOW電圧が1V/0.5Vより低くなければなりま

せん。VHIGH過電圧フォルトをクリアするには、VHIGH電

圧が26V未満で、OVGがVHIGHより4V高くなければなり

ません。温度フォルトをクリアするには、ICの温度が

165℃未満でなければなりません。 

FAULTピンは外付け抵抗によって最大25Vの電源にプル

アップすることができます。このピンは、フォルト状態

時に入力と出力を分離する外部切断MOSFETを制御する

ために使用することもできます。 
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動作 

過電流保護 

定常動作時は、負荷電流の増加に伴ってVLOWの電圧が

直線的に低下します。過電流保護は、HYS_PRGMピン

によって制御されるVLOW～VHIGH/2ウィンドウを様々に

選択することで設定できます。過電流フォルトがトリガ

されると、LTC7825はスイッチングを停止して再起動を

試みます。 

実際には、VLOW電圧の谷はスイッチング周波数と

CFLY/COUTの影響を受けます。正しいヒステリシス・ウ

ィンドウを設定するために、全負荷時のVLOW電圧と最

大スイッチング・リップルを測定してください。

LTC7825は10A前後の負荷で最大効率を発揮するように

設計されていますが、出力電流に厳密な制限はありませ

ん。VLOWのヒステリシス・ウィンドウが十分に大きい

ものであれば、LTC7825は、ヒートシンクまたは強制換

気を使用することで12A以上の負荷電流を供給できま

す。HYS_PRGMの設定例については、代表的な性能特

性のセクションを参照してください。 

周波数の選択（FREQピン） 

スイッチング周波数の選択は、効率と部品サイズの兼ね

合いによって決まります。低周波数動作ではMOSFETの

スイッチング損失が低下するため効率は上昇しますが、

低出力リップル電圧と低出力インピーダンスを維持する

ために、より大きな容量が必要になります。FREQピン

を使用すると、コンバータの動作周波数を100kHz～

1.4MHzの範囲に設定できます。FREQピンからは正確に

10µAの電流が流れ出るので、SGNDとの間に1個の抵抗

を接続することでコンバータのスイッチング周波数を設

定できます。FREQピンの電圧は抵抗に10µAの電流を乗

じた値です（例えば、FREQピンとGNDの間に100kの抵

抗がある場合の電圧は1Vです）。FREQピンの電圧とス

イッチング周波数の関係を図1に示します。FREQピン

をSGNDに接続するとデフォルトのスイッチング周波数

を300kHzに設定でき、INTVCCに接続すると600kHzに設

定できます。 

 
図1. スイッチング周波数とFREQピン電圧の関係 
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アプリケーション情報 

このデータシートの最初のページに示した標準的応用

例は、LTC7825を使用した分圧器回路です。このコン

バータは、2:1の降圧比でVHIGH電圧をVLOW電圧に変換

し、定常動作で12Aの負荷電流を供給できます。このコ

ンバータは、過電流状態時または起動状態時に、熱保

護のためにVHIGH電源のピーク電流を自動的に200mAに

制限します。 

スイッチング前の分圧器プリバランス 

LTC7825は、分圧器アプリケーションで、すべての初期

条件における突入電流を最小限に抑えるためにソフト・

スタートを行うことができます。フライング・コンデン

サとVLOWコンデンサの電圧は、VHIGH電圧の半分に内部

でプリチャージされます。起動時のプリチャージ電流は

約200mAです。また、熱ストレスをさらに小さくするた

めに、TIMERピンを使ってプリチャージ・タイミング

を制御することができます。プリチャージは0.5 < 

VTIMER < 1.0Vの場合のみイネーブルされます。 

ウィンドウ・コンパレータの設定 

定常動作時は、VLOW電圧を常にVHIGH/2に近い値にする

必要があります。フローティング・ウィンドウ・コンパ

レータはVLOWピンの電圧をモニタして、それをVHIGH/2

と比較します。ウィンドウのヒステリシス電圧は設定可

能で、これはHYS_PRGMピンの電圧の1/5と等しくなり

ます。HYS_PRGMピンからは正確に10µAの電流が流れ

出します。HYS_PRGMピンの電圧は、HYS_PRGMピン

とGNDの間に接続した1個の抵抗で設定され、この電圧

値は抵抗値に10µAの電流値を乗じた値に等しくなりま

す（例えばHYS_PRGMピンとGNDの間の抵抗が100kの

場合、電圧は1V）。HYS_PRGMピンに100kの抵抗を接

続した場合は、通常動作時のVHIGH/2電圧が(VLOW ± 

200mV)のウィンドウ内に収まっていなければなりませ

ん。そうしないとフォルトがトリガされ、LTC7825はス

イッチングを停止します。 

ウィンドウのヒステリシス電圧は、HYS_PRGMピンの

抵抗値を変えることで、100mV～480mVの範囲で直線的

に設定できます。HYS_PRGMピンをSGND/INTVCCに接

続すると、デフォルトがそれぞれ240mV/400mVのヒス

テリシス・ウィンドウが内部的に適用されます。ヒステ

リシス・ウィンドウの電圧は、VLOWピンの電圧リップ

ルと最大負荷状態での電圧低下に耐えられるだけの大き

さに設定する必要があります。 

実効オープン・ループ出力抵抗と負荷レギュレーション 

LTC7825は、帰還クローズドループ・システムを使用し

て出力電圧をレギュレーションするわけではありませ

ん。定常動作時のVLOW電圧はVHIGH電圧の約半分になり

ます。VHIGHとVLOWの間のRDS(ON)抵抗はスイッチング

周波数とCFLYおよびCLOWの容量に応じてわずか20mΩ～

30mΩなので、出力抵抗は非常に小さい値になります。

出力切断MOSFETを使用する場合、VLOWとVOUTの間の

出力抵抗は約2mΩです。 

多くのアプリケーションでは、積層セラミックコンデン

サ（MLCC）がフライング・コンデンサとして選択され

ます。MLCCコンデンサの電圧係数は、コンデンサの種

類やサイズによって異なります。通常、サイズの大きな

X7R MLCCコンデンサの方が、電圧係数の点でX5Rより

優れています。それでも、DCバイアス電圧が高い場合

は容量が20%～30%低下します。スイッチト・キャパシ

タ回路の出力抵抗を見積もる際には、容量のディレーテ

ィングを考慮する必要があります。 

INTVCCレギュレータとEXTVCC 

LTC7825は、VCC電源からINTVCCに電力を供給する

PMOS LDOを備えています。INTVCCは、ゲート・ドラ

イバとLTC7825のほとんどの内部回路に電力を供給しま

す。リニア・レギュレータは、INTVCCピンの電圧を

4.5Vにレギュレーションします。EXTVCCはもう1つの

PMOS LDOを通じてINTVCCに接続され、EXTVCC電圧が

5Vより高くVCCが6Vより高いときに必要な電力を供給す

ることができます。どちらのLDOもドライバ電流の供

給が可能ですが、4.7µF以上のセラミック・コンデンサ

または低ESRの電解コンデンサでグラウンドにバイパス

する必要があります。MOSFETゲート・ドライバに必要

な大きいトランジェント電流を供給するには、良好なバ

イパスが必要です。 

高入力電圧のアプリケーションでは、LDOの損失によ

ってICのダイ温度が上ることがあります。ICの温度上昇

を抑えるために、EXTVCCピンには低電圧の電源を使用

することができます。EXTVCCピンの電圧が5Vより高い

場合は、EXTVCCからのリニア・レギュレータがイネー

ブルされます。ジャンクション温度は電気的特性のセク

ションのNote 2に示す式を使って推定できます。 
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EXTVCCを使用することで、20V/10V分圧器のVLOWピン

などの他の高効率電源やシステム内の他の電圧レールか

ら、MOSFETドライバ用と制御用の電源を得ることがで

きます。EXTVCCを使用することで、IC温度の上昇を大

幅に抑えて、高VINアプリケーションのシステム効率を

向上させることができます。EXTVCCピンには13Vを超

える電圧をかけないでください。 

フロートMOSFETドライバ電源（CB） 

BOOSTピンに接続する外付けのブートストラップ・コ

ンデンサCB1/CB2/CB3は、内部MOSFETのゲート駆動電圧

を供給します。機能図のコンデンサは、INTVCCピンか

ら内部ダイオードを介して充電されます。ブートストラ

ップ・コンデンサには0.1µFのX7Rコンデンサが適して

います。 

低電圧ロックアウト 

LTC7825は高精度のUVLOコンパレータを備えており、

INTVCCの電圧を常時モニタしてゲート駆動電圧が適切

な値となるようにします。このコンパレータは、

INTVCCが3.9Vを下回るとスイッチング動作を停止しま

す。INTVCCの電圧に乱れが生じた場合の発振を防ぐた

め、UVLOコンパレータには300mVのヒステリシスが設

定されています。 

入力切断MOSFETとOVG制御 

LTC7825にはオプションの入力切断保護機能がありま

す。この機能は外付けのNチャンネルMOSFETを使用

し、そのゲートをOVGピンに接続します。このOVGピ

ンがMOSFETをオン／オフします。通常動作時のOVG

ピンの電圧は、内部チャージ・ポンプによってレギュレ

ーションされるVHIGHピンより4V高い値になります。

VHIGH電圧が26Vを超えると、OVGピンはVHIGHまでプル

ダウンされて外付けMOSFETがオフになり、スイッチン

グが停止します。LTC7825は40Vの入力トランジェント

電圧に耐えることができますが、この値はVCCピンの最

大電圧定格によって制限されます。入力過電圧保護の例

については、代表的な性能特性のセクションを参照して

ください。入力電圧が常に24V未満で入力切断機能が不

要な場合は、OVGピンをフロート状態のままにしてく

ださい。 

出力切断MOSFETと短絡保護 

出力切断MOSFETはデバイス内に組み込まれており、入

力短絡状態時に出力電圧を保護するように設計されてい

ます。出力切断MOSFETはVLOWピンからVOUTピンへの

理想ダイオードのような動作をし、VHIGH電圧がVOUT電

圧より低くなるとオフになります。VHIGHが短絡状態の

ときは、VLOWとVHIGHの間の内部ボディ・ダイオードの

ためにVLOW電圧がプルダウンされますが、VOUT電圧は

プルダウンされません。出力切断機能が不要な場合は、

VLOWピンとVOUTピンをまとめてPCBに短絡すれば、効

率と熱性能を向上させることができます。 

フォルト応答とタイマー・ピン 

フォルト状態の間、LTC7825はスイッチングを停止して

FAULTピンをローにプルダウンします。TIMERピンと

GNDの間に接続されたコンデンサは、フォルト状態が

解消された場合の再試行と起動のための時間を設定しま

す。フォルト状態時のTIMERピンの代表的な波形を図2

に示します。 

FAULTピンがローになると、TIMERピンから4µAのプ

ルアップ電流が流れて、TIMERコンデンサの充電を開

始します。TIMERピンの電圧が0.5Vを超えるとプルア

ップ電流は8µAに増加し、TIMERピンの電圧が1.0Vを超

えると4µAに戻ります。フォルト状態が解消された場

合、またはTIMERピンの電圧が3Vを超えた場合は、常

にTIMERピンが強制的にプルダウンされます。TIMER

ピンの電圧が0.5V～1.0Vの場合、内蔵のプリバランス回

路がVLOWピンとの間で電流をソースまたはシンクし、

約200mA/50mAの容量でVLOWピンをVHIGH/2にレギュレ

ーションします。プリバランス時間は、TIMERピンの

コンデンサCTIMERの値に基づいて計算できます。 

分圧器アプリケーションでは、フライング・コンデンサ

CFLYとVLOWのコンデンサが非常に大きく、かつ入力電

圧が高い場合、固定のCTIMERでVLOWピンをVHIGH/2にプリ

バランスさせるのに数倍のプリバランス時間を要する場

合があります。この場合は、起動時間も長くなることが

予想されます。
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アプリケーション情報 

 

図2. フォルト時または起動時のタイマー動作

 

電圧ダブラおよびインバータ・アプリケーション 

LTC7825は、電圧ダブラや電圧インバータとしても利用

できます。電圧ダブラ・アプリケーションでは、VLOW

が入力でVHIGHが出力となります。電圧インバータ・ア

プリケーションでは、VHIGHが入力、VLOWがグラウン

ド、PGNDが負の出力です。ダブラやインバータのアプ

リケーションでは、入力電圧をゼロからゆっくりとラン

プアップさせれば、コンデンサの突入充電電流なしで

LTC7825を起動できます。入力電圧がゆっくりとランプ

アップ（ミリ秒単位）する限り、出力電圧は入力電圧に

追従でき、コンデンサ間の電圧差が常に小さいので、突

入電流を最小限に抑えられます。入力電圧のスルー・レ

ート制御は、入力の切断MOSFETを使用するか、ホット

スワップ・コントローラを使用することによって実現で

きます。分圧器と異なり、電圧ダブラやインバータのア

プリケーションでは毎回ゼロ入力電圧から起動する必要

がありますが、大きな初期負荷電流で起動することがで

きます。 

入出力コンデンサとフライング・コンデンサの選択 

高出力スイッチト・キャパシタ・アプリケーションで

は、大きなAC電流がフライング・コンデンサと入出力

コンデンサを流れます。高出力スイッチト・キャパシ

タ・アプリケーションには低ESRのセラミック・コンデ

ンサを使用することを強く推奨します。最大RMSコン

デンサ電流が仕様範囲内にあることを確認してくださ

い。範囲内にない場合は、より定格値の大きいコンデン

サの使用が望まれます。多くの場合、コンデンサ・メー

カーはリップル電流定格をわずか2000時間の寿命時間に

よって規定しています。したがって、コンデンサを更に

ディレーティングすることが推奨されます。つまり、要

求よりも高い温度定格のコンデンサを選ぶようにしま

す。設計のサイズまたは高さの要求を満たすために、複

数のコンデンサを並列に接続することができます。 

入力コンデンサのRMS電流は負荷電流の約半分です。

入力コンデンサは、最大負荷状態に対応できるものを選

ぶ必要があります。 

PCボード・レイアウトのチェックリスト 

プリント回路基板のレイアウト時には、以下のチェッ

クリストを使用してデバイスが正しく動作するように

します。 

1. 露出パッドSGND/VLOW/VOUTが、PCB上の該当するピ

ンに確実に接続されているか。 

2. すべてコンデンサCFLY/CLOW/COUTが、デバイスの近

くに配置されているか。それらのコンデンサへの

PCB配線パターンは、大きい負荷電流に対応できる

だけの十分な幅にする必要があります。 

3. INTVCCのバイパス・コンデンサは、デバイスの近く

でINTVCCとグランド・プレーンの間に接続されてい

るか。 

4. VHIGH/VLOW/PGNDへのPCB配線パターンは、大きい負

荷電流に対応できるだけの十分な幅になっているか。 

5. 積層ボードの場合は、VHIGH/VOUT/PGNDプレーンに

十分な数のサーマル・ビアがあるか。 

PCBのレイアウト例については、こちらに示す標準デモ

ボード設計を参照してください。 
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設計例 

分圧器アプリケーションにLTC7825を使用する設計の例

として、VIN = 12V～20V、VOUT = 6V～10V、IOUT = 10A

の場合を考えます。 

スイッチング周波数の選択は、スイッチング損失とソリ

ューション・サイズのトレードオフです。高いスイッチ

ング周波数ではスイッチング損失が大きくなりますが、

必要なフライング・コンデンサと出力コンデンサの数を

減らすことができます。ほとんどのアプリケーションで

は最適なスイッチング周波数は300kHz～600kHz付近な

ので、スタート点としては500kHzが妥当です。フライ

ング・コンデンサは、フライング・コンデンサにおける

リップル電圧が全負荷状態で100mV前後となるものを選

びます（式1を参照）。 

 

バイアス電圧が10VDCの場合のセラミック・コンデン

サのディレーティングを考慮して、12個の10µF/X7Rコ

ンデンサをフライング・コンデンサとして並列に配置し

ます。最も厳しい条件では、RMS電流が最大出力電流

より40%大きくなる可能性があります。最も厳しい条件

での各コンデンサのRMS電流は、10A • 140%/12 = 1.17A

です。ダブル・チェックを行って、各コンデンサの

RMS電流がリップル電流定格を下回り、温度上昇が制

限値未満であることを確認してください。 

入力／出力コンデンサの選択はフライング・コンデンサ

の選択と同様です。出力コンデンサが多いほど、出力電

圧リップルが小さくなって効率が向上します。RMS電流

が小さくなるので、出力コンデンサの値はフライング・

コンデンサよりかなり小さくすることができます。一般

的に、入力／出力コンデンサの数の検討は、フライン

グ・コンデンサの半分くらいから開始します。入力コン

デンサは、VHIGHとPGNDの間に配置することができま

す。あるいは、VHIGHとVLOWの間に接続することで同時

に出力コンデンサとしても機能させることができます。

ただし、これらのコンデンサの電圧定格は、出力電圧で

はなく入力電圧に基づいて選択する必要があります。 

標準的応用例のセクションの図3に設計例を示します。

実験的なテストを行うことにより、スイッチング周波数

が500kHzでも600kHzでも全負荷時の効率はほぼ同じであ

ることが分かります。600kHzで動作させるには、FREQ

ピンをINTVCCに接続します。負荷が10Aの場合は、VLOW

のリップルを考慮してVLOWをVHIGH/2より250mV～300mV

低くし、HYS_PGRMピンをINTVCCに接続して400mVの

ヒステリシス・ウィンドウを設定します。
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標準的応用例 

 

図3. 600kHzのスイッチング周波数で動作する高効率の20V/10A分圧器 
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代表的なアプリケーション 

 

図4. 1MHzのスイッチング周波数で動作する高電力密度の20V/10A分圧器 
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標準的応用例 

 

図5. 入力に過電圧MOSFETを備えた高効率の24V/12V 10A分圧器 

 

関連製品 

製品番号 概要 注釈 

LTC7820 固定比率、高電力、インダクタ不要（チャー

ジ・ポンプ） 

6V < VIN ≤ 72V、デューティ・サイクル：50%固定、スイッチング周

波数：100kHz～1MHz、4mm × 5mm UFDパッケージ 

LTC7821 80Vハイブリッド同期整流式降圧コントローラ 10V < VIN ≤ 72V、0.8V < VOUT ≤ VIN/2、スイッチング周波数：50kHz

～1.7MHz、5mm × 5mm UHパッケージ 

LTC3890/LTC3890-1/ 

LTC3890-2/LTC3890-3 

60Vデュアル2相同期整流式降圧DC/DCコント

ローラ、デューティ・サイクル：99% 

4V ≤ VIN ≤ 60V、0.8V ≤ VOUT ≤ 24V、IQ = 50µA、PLL固定周波数：

50kHz～900kHz 

LTC7801 150V同期整流式降圧DC/DCコントローラ 4.5V ≤ VIN ≤ 140V、150VP-P、0.8V ≤ VOUT ≤ 60V、IQ = 40µA、PLL固

定周波数：50kHz～900kHz、24ピン4mm × 5mm QFNまたはTSSOP 

LTC3255 フォルト保護機能を備えた48V/50mA降圧チャ

ージ・ポンプ 

4V ≤ VIN ≤ 48V、2.4V ≤ VOUT ≤ 12.5V、IQ = 20µA、3mm × 3mm 

DFN-10、MSOP-10 

LTC7802 スペクトラム拡散機能を備えた40V、デュア

ル、3MHz、2相の同期整流式降圧コントローラ 

4.5V ≤ VIN ≤ 40V、VOUT：最大40V、IQ = 12µA、固定周波数：100kHz

～3MHz、16ピン3mm × 3mm QFNおよびMSOP 

LTC7803 スペクトラム拡散機能を備えた40V、3MHzの

同期整流式降圧コントローラ 

4.5V ≤ VIN ≤ 40V、VOUT：最大40V、IQ = 12µA、固定周波数：100kHz

～3MHz、4mm × 5mm QFN-28 
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